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平成 28 年 11月例会：次第（平成 28年 11 月 19 日開催） 

 

 
１、会長挨拶 

 

 

 

２報告事項 

 

 

【会員の状況】 平成 28 年 10月 

 
（1）   入会者： 岩辻 賢一郎 先生（草津総合病院） 

     退会者：中村 二郎 先生(死亡) ・木下 一夫 先生（草津総合病院） 

      異 動： なし 

          

（２） 会員の状況（28年 10 月） 

       Ａ会員：134 名、 Ｂ会員：157名、  合計：291名  

 

 

 

【総   務   部】 

［総     務］ 

 

(1)医師法に定められた医師の届出および保健師助産師看護師法に基づく業務従事者届

について 
医師は、医師法上、２年ごとの年の１２月３１日現在における氏名、住所その他の事項

を、医師法施行規則に定める医師届出票により、住所地の都道府県知事を経由して厚生労

働大臣に届け出なければならないとされている。 

 ついては、当該調査の届出票が本年１２月初旬ごろに各保健所から、医療機関等所属施

設を通じて届出義務者へ配布される予定で、提出期限は平成２９年１月１６日に所轄保健

所に必着とのことであるので、必ず提出するようご注意願いたい。 

 当該届出を行わない医師の方は、厚生労働省「医師等資格確認検索システム」に氏名等

が掲載されないとのこと。 

 なお、届出票用紙は厚生労働省 HPからダウンロードしたものも使用できるが、提出は紙

ベースであることにご留意願いたい。 

 厚生労働省 HP「医師・歯科医師・薬剤師の皆さまに届出のお願い」 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/soshiki/toukei/tp161019-01.html 

 

 また、保健師、助産師、看護師、准看護師についても業務従事者届を、就業地を管轄す

る保健所へ届出することが義務付けられているので、医療機関の長として該当する従業員

への周知についても協力願いたい。 

 

 

(2)「携帯による医療用麻薬等の輸入・輸出手続きに関する手引き」の改訂について 
麻薬は、厚生労働大臣の許可を受けた麻薬輸入業者（輸出業者）でなければ輸入（輸出）

することができないが、自己の疾病の治療の目的で麻薬を使用する者が出入国する場合に

は例外規定が設けられており、事前に地方厚生（支）局長の許可を受ければ、その麻薬を 

 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/soshiki/toukei/tp161019-01.html
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携帯して輸入（輸出）することができる。 

今般、日本へ入国（又は日本から出国）する時に携帯して医療用麻薬等を輸入（輸出）

するための手続きを示した手引きについて一部改正が行われた。医療用麻薬として、ゾピ

クリン（300mg）及びエチゾラム（90mg）と、海外でのみ医薬品として承認されているフェ

ナゼパム（300mg）が新たに追加されたとのことである。 

渡航先においては日本と異なる法規制を行っている場合があり、当該国への麻薬等の携

帯輸入若しくは当該国からの携帯輸出の可否等不明な点がある場合は、各国の在日大使館

等に問い合わせるなどトラブル等の発生のないよう注意する必要があるのでご留意願いた

い。 

 

（3）第２８回日本医師会主催「指導医のための教育ワークショップ」の開催ついて 

（平成 29 年 2 月 4 日～5日）            （総務資料 1）ﾈｯﾄｐ.1 
 

（4）第 2 回「我がまちの地域包括ケア」を考える研修会のご案内について 
(総務資料 2) ｐ.8 

 

（5）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12 条第 1項および

第 53 条の 11 第 1 項の規定に基づく届出の徹底について   （総務資料 3）ｐ.11 

 

（6）今冬のインフルエンザ総合対策の推進について      （総務資料 4）ｐ.13 

 

（7）滋賀県下の医療機関における臨床研究に関するアンケート調査の実施について 

  (滋賀医科大学)                    （総務資料 5）ｐ.20 

 

（8）改正道路交通法施行への対応について          （総務資料 6）ｐ.31 

  ・改正道路交通法施行後の臨時適正検査にかかる検討協議会（ｈ・28.11.22 滋賀県医

師会会議室に於いて）が開催されました。 

尚、会議内容報告資料は、例会資料の最後部に添付しております。（参照） 

 

（9）「ＴＰＰ問題を考える県民のつどい」の開催について    （総務資料 7）ｐ.40 

  ・主催：ＴＰＰから県民のいのちと暮らし/医療と食を守る県民会議 

  ・日時：平成 28年 12月 25日（日） 13：30～16：00 

  ・場所：ひこね燦ぱれす（彦根市小泉町 648-3） 

 

（10）第 33回健康のつどい講演会              （総務資料 8）ｐ.41 

  ・日時：平成 29年 1月 21日（土） 14：30～16：00 

  ・演題：「レビー小体型認知症をめぐって」 

  ・講師：横浜市立大学医学部 名誉教授 小坂 憲司 先生 

 

 (11)滋賀県医師会新春懇談会の日程について 
 ・日時：平成 29年 1月 12日（木） 14：00～16：00 

 ・場所：琵琶湖ホテル 

 ・内容：14：30～16：00 滋賀県医師会、地域職域医師会会長会議 

     16：00～17：00 滋賀県医師連盟代表者会 

     17：00～19：00 新春懇談会 

 

（12）第 6回高齢者のための在宅医療推進を考えるシンポジウムの開催について 
 ・日時：平成 29年 2月 11日（土） 14：30～17：00 

 ・場所：びわ湖ホール 小ホール 
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 ・内容：①特別講演：滋賀県知事 三日月 大造 氏 

      ②健康小噺「笑いはくすり」社会人落語 井筒屋 磯七 氏 

     ③トークショー・ミニライブ：松田 陽子 氏 

  

（13）11 月以降の行事予定表及び講演会・研修会のご案内   （総務資料 9）ｐ.42 

 

（14）当医師会 12 月の行事予定 
   ・12月 5日（月）市民フォーラム実行委員会  

あみかホール視聴覚室 14：00～ 

   ・12月 10日（土）自浄作用活性化委員会  

当医師会会議室 14：00～15：00 

   ・12月 10日（土）新規開業相談会  

当医師会会議室 15：30～16：30 

   ・12月 17日（土）理事役員会 

            ホテルボストンプラザ草津 3Ｆ マジソン 16:00～17：30 

   ・12月 17日（土）新旧役員懇親会 

            ホテルボストンプラザ草津 12F クロケット 18：00～19：30 

   ・12月 19日（月）在宅療養支援センター設置・運営事業打ち合わせ会議 

            当医師会会議室 14：00～15：00 

   ・12月 24日(土) 例会・学術講演会・情報交換会  

ホテルボストンプラザ草津 15：30～19：30 

              ①例会：15:30～17:00 

                       ②学術講演会：17：00～18：00 講師 鈴木 孝世 先生 

            ③情報交換会：18：00～19：30 

 

（15）同和教育啓発資料「めざめ」の窓口等設置について（依頼）（総務資料 10）ｐ.48 
 

 

[学   術   部] 

［医 療 安 全］ 

（1）医薬品・医療機器等安全性情報第 337号について 
   （日医雑誌 平成 28年 11月号掲載予定） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000083859.html 

〔掲載内容〕 

1.医薬品副作用被害救済制度の概要と制度への協力のお願いについて 

 近年、医薬品副作用被害救済制度における請求件数、支給件数は増加しているにも

関わらず、平成27年度一般国民における認知度が低いことから、本救済制度の周知に

ついて概要を説明するものである。副作用等が発生した場合、また医療機関が副作用

について相談を受けた場合、その健康被害が本救済制度の対象となると思われたとき

には、本制度を患者又は家族等に紹介していただくとともに、請求に必要な診断書等

の作成について、ご協力をお願いしたい。 

2.医療用医薬品へのバーコード表示の実施要項の改正について 

 平成28年8月30日に、医療用医薬品へのバーコード表示について、製薬業界に対し

て、販売包装単位及び元棝包装単位における表示事項の範囲拡大を求める内容の通知

が発出された。 

3.重要な副作用等に関する情報 

（1）イマチニブメシル酸塩、ダサチニブ水和物、ニロチニブ塩酸塩水和物、ボ

スチニブ水和物 

（2）アファチニブマレイン酸塩 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000083859.html
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（3）コルチコレリン（ヒト） 
4.使用上の注意の改訂について（その278） 

①ナタリズマブ（遺伝子組換え）、②ナルトグラスチム（遺伝子組換え）、フ

ィルグラスチム（遺伝子組換え）［バイオ後続品を含む］、レノグラスチム（遺

伝子組換え）、③ペグフィルグラスチム（遺伝子組換え）、エルトロンボパグ 

オラミン 

5.市販直後調査の対象品目一覧 

 

（2）シリンジポンプの薬剤量や溶液量の設定間違いについて 
     日本医療機能評価機構から、シリンジポンプの薬剤量や溶液量の入力を間違えたため、

設定上誤った濃度となり、意図しない流量で薬剤を投与した事例が 3 件報告されていると

の通知があった（集計期間 2012年 1月 1日～2016年 8月 31 日）。以下を参考に対応してい

ただきたい。 

①シリンジポンプに設定した薬剤量や溶液量を投与開始直前に確認する。 

②換算された流量が正しいかどうか確認する。 

 

（3）医薬品の「使用上の注意」の改訂について 

     下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、医薬品医療機器総合機構

「ＰＭＤＡ医療安全情報」のページに掲載されているのでご確認いただきたい。 

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision

-of-precautions/0306.html 

☆平成 28年 10月 18日付 

①アトルバスタチンカルシウム水和物、シンバスタチン、ピタバスタチンカルシウム水和物、

プラバスタチンナトリウム、フルバスタチンナトリウム、ロスバスタチンカルシウム 

②アムロジピンベシル酸塩・アトルバスタチンカルシウム水和物 

③ワルファリンカリウム 

④ウステキヌマブ（遺伝子組換え） 

⑤ニボルマブ（遺伝子組換え） 

⑥ダプトマイシン 

⑦ボリコナゾール、イトラコナゾール、フルコナゾール、ホスフルコナゾール 

⑧ペラミビル水和物 

⑨ミコナゾール 

 

（4）ワルファリンカリウム及びアゾール系抗真菌剤（経口剤・注射剤）の「使用上

の注意」改訂について 
     ミコナゾールとワルファリンカリウムとの相互作用による出血や血液凝固能検査値の変

動に関しては、頻回な抗凝固作用のモニタリングを実施するよう注意喚起が行われてきた

が、平成 25年度以降、重篤な出血関連症例が 41 例集積している。これらの症例の中には

頻回な抗凝固作用のモニタリングを実施してもなお重篤な出血が生じた症例も含まれ、更

なる注意喚起によるリスク回避は困難と考えられることから、今般、ミコナゾール（経口

剤・注射剤）についてワルファリンカリウムとの「併用禁忌」とするよう使用上の注意の

改訂がなされた。ついては、ご留意願いたい。 

 

 

（5）薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成 27 年度年報」および「第 15 回

集計報告」について 
     日本医療機能評価機構では、薬局から報告されたヒヤリ・ハット事例等を収集、分析

している。今般、標記について、公表されたので同様の事例の再発防止および発生の未然

防止のため活用されたい。 

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-precautions/0306.html
http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-precautions/0306.html
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189015F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189011F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189016F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189010F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189012F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2189017F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/2190101F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3999431G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/4291427A1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6119402D1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6290402A1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6250405A1
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    http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/ 
 
 
（6）平成 27年度日本医師会生涯教育制度学習単位取得証の送付について 

※学習単位取得証を各人に配布(各人資料配布袋に在中)。   （学術資料 1）ｐ.50 

 

【保  険  部】 

 ≪保険関係連絡事項≫ 

 (1) エチゾラム及びゾピクロンの投薬期間の制限について 【日医発第 805号（保

169）】 

    （概要は県医師会報 11月号「保険」のページ P.28に掲載済） 
    ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱

い等」のコーナーに掲載済 
      http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 
 
 (2) ヴィキラックス配合錠及びレベトールカプセル 200mg の医薬品医療機器等法

上の効能・効果等の変更に伴う留意事項の一部改正について 【日医発第 856

号（保 176）】 

    （概要は県医師会報 11月号「保険」のページ P.29に掲載済） 
    ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱

い等」のコーナーに掲載される予定 
 
 (3) 肝炎治療特別促進事業におけるヴィキラックス配合錠及びレベトールカプセ

ル併用療法の取扱いについて 【日医常任理事通知（地Ⅲ146）】 

    （概要は県医師会報 11月号「保険」のページ P.29～P.30に掲載済） 
 
 (4) 医薬品の適応外使用に係る保険診療上の取扱いについて【日医発第 780号（保

163）】 

    （概要は県医師会報 12月号「保険」のページ掲載予定） 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の適応外使用に係

る保険診療上の取扱いについて」のコーナーに掲載済 
     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiougai/index.html 
 
 (5) 検査料の点数の取扱いについて 【日医発第 858号（保 178）】 

    （新たに保険適用が認められた検査−平成 28年 10月 1日適用−） 

    （県医師会報 11 月号「保険」のページ P.31 に掲載済）（日医雑誌 12 月号掲載予

定） 
   ※厚生労働省ホームページに掲載済 
     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T161003S0040.pdf 
      
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認めら

れた検査・医療機器等」のコーナーに掲載済 
     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/ 
 
 (6) 検査料の点数の取扱いについて 【日医発第 885号（保 191）】 

    （新たに保険適用が認められた検査−平成 28年 11月 1日適用−） 

    （県医師会報 12 月号「保険」のページ掲載予定）（日医雑誌 平成 29 年１月号掲載

予定） 
   ※厚生労働省ホームページに掲載済 
     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T161101S0020.pdf 
      
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認めら

http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/
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れた検査・医療機器等」のコーナーに掲載される予定 
 
 (7) 医療機器の保険適用について（10 月１日保険適用分）及び「医療機器の保険

適用について」の一部訂正について 【日医発第 859 号（保 179）】【日医事務

連絡（保 180）】 
 
 (8) 共済組合員証及び被扶養者証の無効について 

   裁判所共済組合大津支部（保険者番号31250152） 
 

      記号番号  無効年月日  無効事由        備 考 

    125-220143  H28.10.22 組合員証の ・組合員(S62.10.9生まれ)  

               紛失のため ・組合員被扶養者 (H25.4.9生まれ) 

    （県医師会報11月号「保険」のページ P.31に掲載済） 

 

 (9) 原子爆弾被爆者健康手帳の無効について 

   滋賀県健康医療福祉部長通知 
 

    手帳番号  無効年月日  無効事由        備 考 

    001371-4  H28.11.2   紛失のため 当該手帳紛失者は甲賀市土山町在住 

    （県医師会報 11月号「保険」のページ P.32に掲載済） 

 
 (10) 平成 28年鳥取県中部地震による被災者に係る公費負担医療の取扱いについて 

                        【日医常任理事通知（保 172）】 
 
(11) 診療報酬請求書（12 月提出分）の受付期間について 

    （県医師会報 11月号「保険」のページ P.32 に掲載済） 

    ・12 月 10 日は土曜日であるが、社保、国保ともに事務所を開所してレセプトの受

付を行う 

     ※診療報酬請求書等の提出日は、請求省令により１０日と定められているが、可

能であれば９日以前の早期提出にご協力願いたい 
 
 (12) 予防接種の費用の取扱い、および抗インフルエンザ薬を予防目的で投与する際

の留意点について 

    （県医師会報 11月号「保険」のページ P.33 に掲載済） 
 

(13) 年末年始に係る長期投与について 

    （県医師会報 11月号「保険」のページ P.33 に掲載済） 

・長期の旅行等特殊の事情がある場合において、必要があると認められるときは、１

回 14日分を限度とされている内服薬又は外用薬についても、旅程その他の事情を考

慮し、必要最小限の範囲において、１回 30日分を限度として投与して差し支えない、

とされている 

   ・「長期の旅行等特殊の事情」とは①年末年始、②連休（ゴールデンウィークに限る）、

③海外への渡航（国内長期旅行は認められない）を指す 
 

(14)「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事

項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施

上の留意事項について」の一部改正について 【日医常任理事通知（保 171）】 
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〔その他〕 

 (15) 平成 28年度に実施される中医協関係の調査について 

【日医常任理事通知（保 174）】 

・近年の診療報酬改定は、中医協で改定結果を検証した上で、次回改定で修正してい

くという流れが確立しており、平成 28年度改定施行後も、「答申書」附帯意見（18 項

目）に係る検討、検証について、診療報酬改定結果検証部会等で鋭意検討が進んで

いる。 

・今般、診療報酬改定結果検証部会、入院医療等の調査・評価分科会が平成 28 年度

に実施する調査について、三菱 UFJ ﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ株式会社またはみずほ情報総

研株式会社が厚生労働省から委託を受け調査票を調査客体医療機関あてに発送し

ている。 

・委託業者から調査票が届いた医療機関におかれては、その回答については、”これ

らの調査結果は、中医協における次回診療報酬改定の検討の際、医療現場の実態を

把握するための重要なデータとなる”ことにご留意のうえ、各医療機関のご判断で

ご協力いただきたい。 

 

〔研修会関係〕 

(16) 平成 28 年度難病指定医・協力難病指定医研修会（H29.2.26）について 
 

   日時：平成 29年２月２６日（日）午後１時～ 

   会場：県立成人病センター 研究棟 研究所講堂 
 

   ※現在、難病指定医の指定を受けておられて、H28.2.21の指定医研修会を受講されな

かった先生は、今回受講されないと H29.3.31 をもって難病指定医の指定が取り消

されるので、今後新規申請時の指定難病の臨床調査個人票を作成される可能性のあ

る先生は、今回必ず受講いただきたい。 

 

    ⇒問い合わせ先 

      滋賀県障害福祉課 障害認定・難病係  TEL（直）077-528-3547・3543 

    ☆インターネットでの申込み画面 URL 

https://s-kantan.com/pref-shiga-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=4099 

 
 [公  衛  生  部] 

［地  域  保  健］ 
（１）インフルエンザウイルス（AH3 亜型）の検出について 

 平成 28年第 44週（10月 31日～11月 6日）に 3名から採取されたうがい液について

衛生科学センターは滋賀県における今季（平成 28 年 9 月 5 日以降）のインフルエンザ

ウイルス AH3亜型（Ａ香港型）の検出は今回が初めてであり、今後の流行する可能性が

あるので注意喚起をしている。 

 

 

☆★☆ 医協連絡事項 ☆★☆ 
医協事務局 年末年始休暇のお知らせ 
当組合事務局の年末年始休暇は下記のとおりです。 

この期間は電話受付等、全ての業務を休ませていただきます。 

年末年始休暇 平成 28年 12月 29日（木）～平成 29年 1月 4日（水） 

年内業務最終日 平成 28年 12月 28日（水）17時 30分 
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年始業務開始 平成 29年 1月 5日（木）9時 00分 

 

年末年始休暇に伴う医療用品カタログ「GooDs」の取扱いについて 
年末年始休暇に伴い、医療用品カタログ「GooDs」の取り扱いについては下記のとおりです。 

お急ぎのご購入については余裕をもってご利用くださいますようお願いいたします。 

ご注文日 受付日 

平成 28年 12月 28日（水）15時まで 通常受付（当日受付） 

平成 28年 12月 28日（水）15時以降～ 

平成 29年 1月 4日（水）まで 
平成 29年 1月 5日（木）受付 

平成 29年 1月 5日（木）～ 通常受付 

その他消耗品（用紙類含む）については、平成 28年 12月 22日（木）までにご注文ください。 

年末年始休業に伴いご不便をおかけいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

「生命保険の団体扱い制度」のご案内 
当組合ではスケールメリットを活かした「生命保険の団体扱い制度」を行っております。 
現在ご加入の生命保険料を当組合のご登録口座よりお引落しさせて頂くことで、保険料の団

体割引が適用できます。また、医協から保険料をお引落しすることで複数の保険会社を一元

管理する事ができますので是非ご利用下さい。 

新たに 12月 1日より、「東京海上日動あんしん生命」の年払団体の設置を致しましたので、

保険契約のある方は事務局までお問い合わせください。 

団体割引については、保険種類・払方により諸条件等がございますので、ご利用の際はお問

い合わせください。 

＜団体扱可能保険会社＞ 
日本生命（月払） 第一生命（月払） 明治安田生命（月払） 

住友生命（月払） 三井生命（月払） 富国生命（月払） 

ジブラルタ生命（月払・年払） メットライフ生命（月払） 朝日生命（月払） 

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命（月払・年払） アメリカンファミリー生命（月払） 

東京海上日動あんしん生命（月払・年払 NEW） 三井住友海上あいおい生命（月払） 
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